






要約:重症心身障害児(者)施設に長期入院中の児(者)の家族を対象として、長期入院によっ

て生ずる問題を明らかにすることを目的としてアンケート調査を行った。入所理由から、

『養護群』、『積極群』、『その他の群』の 3群にわけて分析を行った。これら 3群間では『積

極群』でいずれの問題にも積極的に取り組もうとする姿勢がうかがわれ、一方『その他の

群』では消極的な傾向が認められた。『養護群』では「主な養育者の死後の不安」を訴える

割合が他の 2群よりも高かった。このように入所時の理由によりその後の児(者)への対応

が異なる傾向がうかがえた。 


